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平成 25 年第 2 回 

福井県後期高齢者医療広域連合議会定例会会議録 

平成 25 年 11 月 25 日（月曜日）午後 2 時 55 分開会 

                    

平成 25 年 11 月 25 日、平成 25 年第 2 回定

例会が福井県自治会館多目的ホール（議場）

に招集されたので、会議を開いた。 

 

○議事日程 

 
日程１ 議席の指定について 
 
日程２ 会期の決定について 
 
日程３ 議長の選挙について 
 
日程４ 副議長の選挙について 
 
日程５ 会議録署名議員の指名について 
 
日程６ 第８号議案 平成２４年度福井県

後期高齢者医療広域
連合一般会計・特別
会計歳入歳出決算の
認定について 

 
日程７ 第９号議案 平成２５年度福井県

後期高齢者医療広域
連合一般会計補正予
算について 

 
日程８ 第 10号議案 平成２５年度福井県

後期高齢者医療広域
連合後期高齢者医療
特別会計補正予算に
ついて 

 

 

○出席議員（１９人） 

１番 原  幸雄君 ２番 力野  豊君 

３番 池尾 正彦君 ４番 藤本  悟君 

５番 的場 輝夫君 ８番 平岡 忠昭君 

９番 末本 幸夫君 10番 三田村輝士君 

11番 福田 往世君 12番 森田  稔君 

13番 丸岡 武司君 14番 安井 賢二君 

15番 砂子 三郎君 16番 倉田源右ヱ門君 

18番 野嶋 祐記君 19番 吉田 琴一君 

20番 山川知一郎君 22番 東野 栄治君 

23番 伊藤 博夫君 

 

○欠席議員（４人） 

６番 中塚  寛君 ７番 藤本  勲君 

17番 片矢 修一君 21番 南北ちとせ君 

 

○事務局出席職員 

事務局長   上 木 真 吾 

事務局次長  野 村 康 人 

業務課長   髙 倉 勇 治 

会計管理者  林   亜 紀 

業務課長補佐 渡 邉 三峰子 

主  任   小 林 千 英 

主  任   原   武 史 

係  長   帰 山 康 治 

 

○説明のため出席した者 

広域連合長  東 村 新 一 君 

副広域連合長 杉 本 博 文 君 

副広域連合長 坂 本 憲 男 君 
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○副議長（丸岡武司君） 平成２５年第２

回福井県後期高齢者医療広域連合議会定例

会は、本日招集され、出席議員が定足数に

達しておりますので、議会は成立しました。 

 よって、これより開会し、本日の会議を

開きます。 

 なお、本日の欠席通告議員は、６番 中

塚寛君、７番 藤本勲君、１７番 片矢修

一君、２１番 南北ちとせ君の４名であり

ます。 

 ここで、広域連合長より発言を求められ

ておりますので、許可します。 

 連合長。 

 （広域連合長 東村新一君 登壇） 

○広域連合長（東村新一君） 本日ここに、

平成２５年第２回福井県後期高齢者医療広

域連合議会定例会を招集いたしましたとこ

ろ、議員各位には公私ともご多忙の中、ご

参集を賜り厚く御礼を申し上げます。また、

日ごろは、当広域連合の運営につきまして

格別のご理解とご協力を賜り、重ねて御礼

を申し上げます。 

 さて、国においては、社会保障制度改革

国民会議の報告書がまとまり、現在、国会

において社会保障制度改革の全体像や道筋

を定めるプログラム法案の審議がなされ、

今国会での成立が目指されているところで

ございます。 

 これを見ますと、医療に関しては国民健

康保険運営の都道府県移行など大きな制度

改革もあるようですが、後期高齢者医療制

度につきましては、制度が十分定着してい

るとして、現行制度を基本としながら、必

要な改善を実施していくという内容で、今

後、国と地方の協議の場や国の社会保障審

議会等で具体的に検討がなされ、高齢者医

療制度のあり方等についても、必要に応じ

て見直しに向けた検討がなされるというこ

とでございます。 

 また、総務省統計局が９月に発表した「わ

が国の高齢者の姿」によれば、高齢者とさ

れる６５歳以上の人口が３,１８６万人、総

人口に占める割合が２５％と、人口、割合

ともに過去最高となり、今後はここに、い

わゆる団塊の世代が加わり、高齢化がます

ます進展していくことが示されています。 

 こうした高齢化による被保険者数の増加

と医療技術の高度化により、高齢者の医療

費は年々増加し続けており、高齢者を支え

る現役世代の方々に大きな影響を与えると

いう問題が続いています。 

 このように、不安定な状況が続く中で、

制度運営を託されている当広域連合といた

しましては、今後に注視しながらこれまで

以上に、県、市町等との連携強化を図り、

増え続ける医療費の適正化など保険者機能

の強化に向けた取り組みにも力を入れてま

いりまして、被保険者の皆様に信頼され、

安心していただける制度運営を続けてまい

りたいと考えているところでございます。 
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 議員各位におかれましても、より一層の

ご理解、ご協力を賜りますようよろしくお

願い申し上げます。 

 本日は、平成２４年度一般会計・特別会

計歳入歳出決算の認定、平成２５年度一般

会計補正予算、平成２５年度特別会計補正

予算の計３つの議案を提案させていただい

ております。十分なるご審議をいただき、

何とぞ妥当なるご議決を賜りますようお願

い申し上げまして、簡単ではございますが、

開会にあたりましてのご挨拶とさせていた

だきます。本日は、どうぞよろしくお願い

いたします。 

○副議長（丸岡武司君） 議事に先立ちま

して、ここでご報告申し上げます。 

 県内１７市町から選出いただいておりま

す当広域連合議会議員のうち、１番 籠一

郎君、７番 小堀友廣君、９番 玉邑哲雄

君、１２番 飯田拓見君、１６番 松村治

門君、１７番 石丸浜夫君、１８番 堀川

秀樹君、１９番 見谷喜代三君、２０番 宮

崎修君、以上の９名からから当広域連合議

会議員を辞職したい旨の願い出がありまし

たので、地方自治法第１２６条及び１０６

条の規定に基づき、これを受理し、辞職を

許可いたしました。 

 ここで、新しく当広域連合議会議員とな

られました皆様方をご紹介申し上げます。

氏名を事務局から朗読させます。 

○事務局員（林亜紀君） それでは、副議

長に代わりまして、氏名を朗読させていた

だきます。 

 原幸雄議員、藤本勲議員、末本幸夫議員、

森田稔議員、倉田源右ヱ門議員、片矢修一

議員、野嶋祐記議員、吉田琴一議員、山川

知一郎議員、以上でございます。 

○副議長（丸岡武司君） なお、このたび

新たに選出されました議員の皆様につきま

しては、議事の進行上、ただ今ご着席の議

席を仮議席に指定いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配付いたし

ました議事日程のとおりと定め、直ちに議

事に入ります。 

 日程１「議席の指定」を行います。 

 今回新たに当広域連合議会議員に選出さ

れました議員の議席は、会議規則第４条第

１項の規定により、議長において指定いた

します。議席番号及び氏名を事務局に朗読

させます。 

○事務局員（林亜紀君） それでは、副議

長に代わりまして、議席番号及び氏名を朗

読させていただきます。 

 １番 原幸雄議員、７番 藤本勲議員、

９番 末本幸夫議員、１２番 森田稔議員、

１６番 倉田源右ヱ門議員、１７番 片矢

修一議員、１８番 野嶋祐記議員、１９番

 吉田琴一議員、２０番 山川知一郎議員、

以上でございます。 

○副議長（丸岡武司三君） 次に、日程２

「会期の決定について」を議題といたしま
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す。 

 お諮りいたします。本定例会の会期は、

本日１日限りとしたいと存じますが、これ

にご異議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○副議長（丸岡武司君） ご異議なしと認

めます。よって、そのように決しました。 

 次に、日程３「議長の選挙について」を

議題といたします。 

 お諮りいたします。選挙の方法につきま

しては、地方自治法第１１８条第２項の規

定により、指名推選の方法により行うこと

とし、私が指名することにご異議ございま

せんか。 

   （「異議なし」と言う者あり） 

○副議長（丸岡武司君） ご異議なしと認

めます。よって、副議長において指名する

ことに決しました。 

 福井県後期高齢者医療広域連合議会議長

に、福井市から選出いただいております、

吉田琴一君を指名いたします。 

 お諮りいたします。ただ今副議長におい

て指名いたしました吉田琴一君を、福井県

後期高齢者医療広域連合議会議長の当選人

と定めることに、ご異議ございませんか。 

   （「異議なし」と言う者あり） 

○副議長（丸岡武司君） ご異議なしと認

めます。よって、ただ今ご指名いたしまし

た吉田琴一君が、福井県後期高齢者医療広

域連合議会議長に当選されました。 

 ただ今議長に当選されました吉田琴一君

が議場におられますので、本席から当選を

告知いたします。 

 当選のご挨拶をお願いします。 

 吉田君。 

 （議長 吉田琴一君 登壇） 

○議長（吉田琴一君） 一言ご挨拶を申し

上げます。ただ今、議員各位のご支持をい

ただきまして、当議会の議長を拝命しまし

た吉田でございます。何分不慣れでござい

ますが、精一杯努めさせていただきます。 

 さて、ご案内のとおり、後期高齢者医療

制度が開始されてから５年が経ちました。

先ほど、連合長からお話がありましたよう

に、十分定着していることを私どもも実感

をしているところでございます。広域連合

としては、県内の皆様方と一緒になってい

ろんなご意見を聞く中で、さらにこの医療

制度の定着に向け、さらに努力をしなけれ

ばならないと痛感しております。 

 いずれにしましても、高齢者や国民の皆

様方が、安心して暮らせる医療制度にし、

また、現体制・現制度が実りあるものにし

ていくために、さらなる努力をしてまいり

たいと思います。どうか、議員各位の皆様

方の温かいご支持、ご支援、ご協力を心か

らお願い申し上げまして、議長就任にあた

ってのお願いとお礼の言葉にかえさせてい

ただきます。よろしくお願いいたします。 

   （拍手） 
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○副議長（丸岡武司君） 議長が選任され

ましたので、ここで議長と交代いたします。

議長、議長席にお着き願います。 

○議長（吉田琴一君） これより職務を努

めさせていただきますので、よろしくお願

い申し上げます。 

 次に、日程４「副議長の選挙について」

を議題といたします。 

 お諮りいたします。選挙の方法につきま

しては、地方自治法第１１８条第２項の規

定により、指名推選の方法により行うこと

とし、私が指名することにご異議ございま

せんか。 

   （「異議なし」と言う者あり） 

○議長（吉田琴一君） ご異議なしと認め

ます。よって、議長において指名すること

に決しました。 

 福井県後期高齢者医療広域連合議会副議

長に、永平寺町から選出いただいておりま

す、伊藤博夫君を指名いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議長において

指名いたしました伊藤博夫君を、福井県後

期高齢者医療広域連合議会副議長の当選人

と定めることに、ご異議ございませんか。 

   （「異議なし」と言う者あり） 

○議長（吉田琴一君） ご異議なしと認め

ます。よって、ただ今ご指名いたしました

伊藤博夫君が、福井県後期高齢者医療広域

連合議会副議長に当選されました。 

 ただ今副議長に当選されました伊藤博夫

君が議場におられますので、本席から当選

を告知いたします。 

 当選のご挨拶をお願いいたします。 

 伊藤君。 

 （副議長 伊藤博夫君 登壇） 

○副議長（伊藤博夫君） 一言ご挨拶申し

上げます。今ほどの副議長選挙におきまし

て、皆様方の温かいご推挙によりまして福

井県後期高齢者医療広域連合議会の副議長

に就任できましたことを、心から厚く御礼

申し上げます。議長を補佐し、誠心誠意後

期高齢者医療につきまして頑張ってまいる

所存でございますので、皆様方のご支援、

ご協力を賜りますようよろしくお願い申し

上げまして、甚だ簡単ではございますけれ

ども、就任に当たってのご挨拶とさせてい

ただきます。どうも、ありがとうございま

した。 

   （拍手） 

○副議長（吉田琴一君） 次に、日程５「会

議録署名議員の指名」を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第７４条の

規定により、１８番 福井市 野嶋祐記君、

２０番 あわら市 山川知一郎君を指名い

たします。 

○議長（吉田琴一君） 次に日程６ 第８

号議案「平成２４年度福井県後期高齢者医

療広域連合一般会計・特別会計歳入歳出決

算の認定について」を議題といたします。 

 提出者の提案理由の説明を求めます。 
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 連合長。 

 （広域連合長 東村新一君 登壇） 

○広域連合長（東村新一君） ただ今上程

されました、第８号議案「平成２４年度福

井県後期高齢者医療広域連合一般会計・特

別会計歳入歳出決算の認定」につきまして、

提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、地方自治法第２３３条第１項の

規定に基づき決算を調整し、同条第２項の

規定により監査委員の審査に付し、「審査

意見書」の提出を受け、同条第３項及び第

５項の規定により、所要の書類を添えて議

会の認定に付すものであります。 

 まず、別冊の「平成２４年度歳入歳出決

算書」の１ページ、「決算総括表」をお願

いいたします。 

 平成２４年度の決算規模でありますが、

一般会計及び後期高齢者医療特別会計を合

計いたしまして、歳入決算額といたしまし

て、９７２億９４４万３,２００円、歳出決

算額といたしまして、９５７億４,２７３万

８,７２３円で、差引額は１４億６,６７０

万４,４７７円となっております。 

 次に、２ページ、「一般会計歳入決算書」

をお願いいたします。 

 予算現額の合計が５億３,３６２万８,０

００円、収入済額の合計が５億３,３６８万

７,１７０円で、予算現額と比較して５万９,

１７０円の増となっております。 

 次に、３ページ、「一般会計歳出決算書」

をお願いいたします。 

 予算現額の合計が５億３,３６２万８,０

００円、支出済額の合計が４億７,１３８万

７,５４５円で、不用額が６,２２４万４５

５円となっております。 

 次に、５ページ、「特別会計歳入決算書」

をお願いいたします。 

 ６ページに移っていただきまして、予算

現額の合計が９８３億３,００９万９,００

０円、調定額の合計が９６６億７,９１８万

８,９５４円、収入済額の合計が９６６億７,

５７５万６,０３０円で、収入未済額が３４

３万２,９２４円となり、予算現額と収入済

額とを比較して１６億５,４３４万２,９７

０円の減となっております。 

 次に、７ページ、「特別会計歳出決算書」

をお願いいたします。 

 ８ページに移っていただいて、予算現額

の合計が９８３億３,００９万９,０００円、

支出済額の合計が９５２億７,１３５万１,

１７８円で、不用額が３０億５,８７４万７,

８２２円となっております。 

 これらの結果によりまして、一般会計で

６,２２９万９,６２５円、特別会計で１４

億４４０万４,８５２円の差引残額が発生

いたしました。 

 これらにつきましては、それぞれ平成２

５年度に繰り越すこととし、後ほどご提案

いたします「平成２５年度一般会計及び特

別会計補正予算」で措置させていただくこ
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ととしております。 

 以上、第８号議案「平成２４年度福井県

後期高齢者医療広域連合一般会計・特別会

計歳入歳出決算の認定」につきまして、ご

説明いたしました。 

 なお、この決算につきましては、お二人

の監査委員による決算審査をお受けいたし

まして、その「審査意見書」と、「主要な

施策の成果等報告書」を別冊のとおり配付

させていただいておりますので、ご確認い

ただき、十分なるご審議の上、何とぞ妥当

なるご議決を賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（吉田琴一君） 以上で、提案理由

の説明は終わりました。 

 お諮りいたします。質疑及び討論の通告

がありませんでしたので、直ちに採決に入

りたいと存じますが、これにご異議ござい

ませんか。 

（「異議あり」の声あり） 

○議長（吉田琴一君） 山川君。 

○議員（山川知一郎君） ただ今の決算に

ついて、何点か質問をしたいと思います。 

 一つは、議員報酬の２９万７,０００円が

不用額となっておりますが、この理由は何

でしょうか。 

○議長（吉田琴一君） 事務局長。 

○事務局長（上木真吾君） 議員報酬につ

きましては、議会を３回するものとして予

算計上させていただいておりますが、１回

分の議会の議員報酬等が不用となったため

でございます。 

○議長（吉田琴一君） 山川君。 

○議員（山川知一郎君） 決算の中に、福

井県長寿医療運営懇話会がありまして、１

１名で構成され、費用として６万４,５００

円が支出されております。この懇話会は、

いただいた資料によると、年１回開かれて

いるということでございますが、２４年度

の懇話会の出席者は何名でございましたか。 

 また、この懇話会は後期高齢者医療制度

の運営に関する事項、その他広域連合長が

必要と認める事項について意見を述べるも

のとなっておりますが、この懇話会から意

見書などは提出されているのでしょうか。 

○議長（吉田琴一君） 事務局長。 

○事務局長（上木真吾君） ２４年度の長

寿医療運営懇話会は、平成２４年５月１５

日に開催いたしております。当時は、後期

高齢者医療制度が廃止されるかもしれない

という国の動向もあったため、委員として

どのような意見を言ったら良いのかという

質問がまずございました。また、広域連合

が７５歳以上の高齢者の方に健康診査を行

うことは、どの程度の効果があるのかとい

う質問もございました。この部分について

は、国等で検討がなされているという回答

をしましたが、健康診査をすることで早く

病気を見つけ、早く治す、そうした意味で

は効果はある、との意見もいただきました。 
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 また、出席者数でございますが、委員１

１名のうち、２４年度は１０名の方にご出

席いただけました。 

○議長（吉田琴一君） 山川君。 

○議員（山川知一郎君） この懇話会の設

置要綱をいただきましたが、設置しなけれ

ばならないという根拠はあるのでしょうか。

私は、当広域連合の運営についていろんな

意見を出してもらうのが、この懇話会の役

割だと思います。しかし、記録を見ますと、

１１名のうち１名から３名ほどの専門的な

方だけが質問しています。当広域連合の運

営について、各委員がいろいろ意見を出す

という状況には全くなっていないと思いま

す。そもそも、懇話会を設置する必要があ

るのかどうか、私は非常に疑問に思います

が、これを設置する根拠と、その必要性に

ついて見解を伺いたいと思います。 

○議長（吉田琴一君） 事務局長。 

○事務局長（上木真吾君） 山川議員のお

っしゃる、この懇話会を設置する法律的な

根拠というものはございません。国保の場

合は、制度を運用するときに法律上、この

ような懇話会を設置するようにという規定

がございますが、後期高齢者医療制度の中

にはそうした仕組みはございません。ただ、

この制度ができた当時は、高齢者を差別す

る制度ではないかという意見があり、また、

制度がなかなか浸透しなかったということ

がございました。こうしたことから、やは

り専門家の意見を伺った上で、広域連合を

運営していくことが望ましいという意見を

いただき、当連合では、高齢者、医療機関、

保険者等の代表の意見を伺いながら、制度

を運営していくという考えで、この懇話会

を設置しています。 

 山川議員がおっしゃるように、委員から

は問い合わせばかりで、建設的な意見が出

ないのではないかという意見もございまし

た。我々はそうした意見も踏まえ、今後の

安定的な医療制度を続けていくための意見

を何らかの形で県民の皆様から伺おうとい

う気持ちで懇話会を運営しておりますので、

これからも引き続き高齢者等の代表の方々

の意見を伺いながら運営をしていきたいと

思っております。 

 もちろん、各議員の意見も伺いながら運

営するというのは当然でございますが、や

はり一般の方の意見も伺いながら、運営を

進めてまいりたいと思っております。 

○議長（吉田琴一君） 山川君。 

○議員（山川知一郎君） 私は、現状のあ

り方では、本来の目的は到底果たせないと

思います。老人クラブの会長等が年に一度

出席し、後期高齢者医療制度について何か

意見を言うことは、実際上、不可能ではな

いかと思います。だから、本当にそのよう

役割を果たしたいのであれば、もっとあり

方を根本的に変える必要があると考えます。

年１回、形だけの懇話会では、何の意味も
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ないのではないかと思います。これは、意

見として申し上げます。 

 それから、もう一つ、これは一般の広報

でも行っておりますが、年３回、医療費通

知を送付しております。これも資料に出て

おりますが、この郵送料が年３回で、約１,

３００万円かかっております。そして、通

知書を作成する委託料が約１,２００万円。

合計２,５００万円近くの費用がかかって

おります。この通知書を送付することによ

って、２,５００万円以上の効果が何かある

のか、私は常々この医療費の通知について、

非常に疑問に思っております。本当にこれ

を送付することによって、効果があるので

あればいいですが、効果がないのであれば、

やめるべきではないかと思いますが、その

点についての見解を伺いたいと思います。 

（「動議」の声あり） 

○議長（吉田琴一君） 砂子君。 

○議員（砂子三郎君） 動議を提出します。

皆様ご存知のように、この議会には議会運

営委員会がございません。そして、発言通

告書用紙が事前に各議員に渡されており、

この用紙には、括弧書きで一般質問・質疑・

討論と記載されております。ただ今の山川

議員の発言を聞いておりますと、質疑とい

うより一般質問になっておると思います。

よって、質疑を終了し、議長の権限によっ

て議事進行していただきたいと思いますの

で、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（吉田琴一君） ひとまず、事務局

長。 

○事務局長（上木真吾君） 山川議員から

質問がございました医療費通知につきまし

ては、年３回、４か月に１度、被保険者に

対しまして送付させていただいております。

その費用が２,０００万円以上かかってい

るということでございます。この効果が幾

らほどあったのかということでございます

が、幾ら幾ら減額があったという統計はご

ざいません。ただ、どちらの方もお気付き

になられると思いますが、自分の医療費が

どれくらいかかったのか確認することは、

医療費の適正化につながります。日本の医

療保険制度といいますのは、国民皆保険で

誰もが安心して医療を受けることができる

というものですが、過度に受けてよいとい

うものではございません。やはり、適正な

医療を受けていただくことを意識していた

だくために、我々は医療費通知書を送付し

ているのでございまして、その効果が幾ら

ほどあったということよりも、それぞれの

被保険者の方々に意識付けを図るために、

医療費通知書を送付しているのでございま

す。 

 また現在では、医療費通知書に併せまし

て、ジェネリック医薬品の使用促進につき

ましても、お知らせしております。これは、

２３年度のいちばん最終である３月送付分

の医療費通知から、ジェネリック医薬品使
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用促進のお知らせも記載させていただいた

ところでございます。その効果は、今、国

保連で見ていただいているわけでございま

すが、２４年３月送付分の医療費通知の際

は、数量ベースで３０.１％をジェネリック

医薬品が占めていたものが、２５年１１月

送付分ですと、３３．０％に増えています。

このジェネリック、後発医薬品が２.９ポイ

ント伸びていることから、医療費を幾らか

でも削減する効果があったのではないかと

推察をしているところでございます。 

 今後とも、やはり医療費通知書というも

のを当広域連合として送付しまして、被保

険者の皆様方に医療費の大切さをお知らせ

し、みんなで支え合っていかなければなら

ないという意識付け等を図るつもりで、医

療費通知書の送付を実施してまいりたいと

思っております。以上でございます。 

○議長（吉田琴一君） 先ほど、砂子君か

ら動議が提出されました。この質疑を終了

する動議を議題として、採決します。採決

は、挙手によって行います。この動議のと

おり決定することに賛成の方は、挙手願い

ます。 

（賛成者挙手） 

議長（吉田琴一君） 挙手多数です。した

がって、質疑を終了することの動議は、可

決されました。これで質疑を終了します。 

 それでは、採決に入りたいと存じますが、

これにご異議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（吉田琴一君） ご異議なしと認め

ます。それでは、採決いたします。第８号

議案につきまして、原案のとおり決するこ

とに賛成の方は、起立願います。 

   （賛成者起立） 

○議長（吉田琴一君） 起立多数です。よ

って、そのように決しました。 

 次に、日程７ 第９号議案「平成２５年

度福井県後期高齢者医療広域連合一般会計

補正予算」及び日程８ 第１０号議案「平

成２５年度福井県後期高齢者医療広域連合

後期高齢者医療特別会計補正予算」を会議

規則第３５条の規定により一括議題といた

します。 

 提出者の提案理由の説明を求めます。 

 連合長。 

 （広域連合長 東村新一君 登壇） 

○広域連合長（東村新一君） ただいま上

程されました第９号議案「平成２５年度福

井県後期高齢者医療広域連合一般会計補正

予算」及び第１０号議案「平成２５年度福

井県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医

療特別会計補正予算」につきまして、一括

して提案理由の説明を申し上げます。 

 まず、第９号議案の平成２５年度一般会

計補正予算から説明いたします。 

 議案２ページをお願いいたします。 

 平成２５年度一般会計補正予算でありま

すが、補正額は歳入・歳出とも６,２３０万
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円を増額し、予算総額で４億８,６５８万３,

０００円とするものであります。 

 おめくりいただきまして、３ページをお

願いいたします。 

 歳入につきましては、「第４款 繰越金」

を６,２３０万円増額しております。これは、

平成２４年度の広域連合運営経費の決算剰

余金であり、歳出の「第４款 諸支出金」

において、国及び各市町に６,２３０万円を

返還するものであります。 

 次に、第１０号議案の平成２５年度特別

会計補正予算についてであります。 

 議案４ページをお願いいたします。 

 補正額は、歳入・歳出ともに１４億７,

８９８万円を増額し、予算総額で１，０１

６億４,７１６万円とするものであります。 

 おめくりいただきまして、５ページをお

願いいたします。 

 まず、歳入においては、「第１款 市町支

出金」で、平成２４年度分の療養給付費に

係る市町負担金を精算した結果、７市町に

おいて追加負担が生じたため、２,０９３万

２,０００円を増額しております。 

 次に、「第２款及び第３款」で、平成２４

年度における高額医療費負担金の追加交付

分、６８万８,０００円をそれぞれ増額して

おります。 

 次に「第８款 繰入金」で、償還金額の

確定及び保険料軽減の精算に伴い、財源不

足を解消するため基金を取り崩すものです

が、臨時特例基金から７２万１,０００円、

療養給付費等準備基金から５，１５４万６,

０００円の計５,２２６万７，０００円を増

額しております。 

次に「第９款 繰越金」で、平成２４年

度の決算剰余金として１４億４４０万５,

０００円を増額しております。 

 また、歳出につきましては、「第８款 諸

支出金」で、平成２４年度療養給付費負担

金等の精算による返還金１４億７,８９８

万円を増額するものであります。 

 十分なるご審議の上、何とぞ妥当なるご

議決を賜りますようお願い申し上げまして

提案理由の説明といたします。 

○議長（吉田琴一君） 以上で、提案理由

の説明は終わりました。 

 質疑及び討論の通告はありませんでした

ので、直ちに一括して採決いたしたいと存

じますが、これにご異議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（吉田琴一君） ご異議なしと認め

ます。それでは、第９号議案及び第１０号

議案を一括して採決いたします。 

 原案のとおり決することにご異議ござい

ませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（吉田琴一君） ご異議なしと認め

ます。よって、そのように決しました。 

 以上をもちまして、本日の議事日程はす

べて終了いたしました。 
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 ここで、広域連合長より発言の申し出が

ありますので、これを許可いたします。 

 連合長。 

 （広域連合長 東村新一君 登壇） 

○広域連合長（東村新一君） 平成２５年

第２回福井県後期高齢者医療広域連合議会

定例会が閉会されるにあたり、一言御礼を

申し上げます。 

 議員各位には、提案させていただきまし

た各議案について慎重なるご審議をいただ

き、本日ここに妥当なるご議決を賜りまし

たことに、厚く御礼申し上げます。 

 今後も、現行制度の円滑な運営と、今後

の高齢者医療制度が皆様にとってより有効

な内容に構築されますように、国政を見守

りながら、鋭意取り組んでまいる所存でご

ざいます。議員各位におかれましては、よ

り一層のご指導、ご鞭撻を賜りますようよ

ろしくお願い申し上げまして、簡単ではご

ざいますが閉会に当たってのご挨拶といた

します。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（吉田琴一君） 以上で会議を閉じ

ます。 

 これをもちまして、平成２５年第２回福

井県後期高齢者医療広域連合議会定例会を

閉会いたします。 

 ご苦労様でした。 

午後 3 時 38 分閉会 
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